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今年も勇猛果敢に様々なことに「トライ」できる年にしたいですね
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良い年の始まりは、規則正しい３食ごはんから
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

下
野
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

長
　
　
昌
光

謹賀新年 令和4年元旦

 

組
合
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
年
が
希
望
に
満
ち

た
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
令
和
４
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し

上
げ
ま
す
。

●
昨
年
を
振
り
返
り

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
一
昨
年
か
ら
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
話
題
に
終
始
す
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
農
畜

産
物
の
消
費
減
退
や
価
格
下
落

が
長
引
き
、
農
業
の
経
営
基
盤

の
維
持
に
お
い
て
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

●
米
価
低
迷
と

 

特
に
、
水
田
農
業
に
お
い
て

は
、
米
の
需
要
が
低
迷
し
、
在

庫
過
剰
と
な
る
中
、
昨
年
12
月

に
栃
木
県
農
業
再
生
協
議
会
は

２
０
２
２
年
産
主
食
用
米
で
の

作
付
け
の
目
安
と
な
る
「
作
付

参
考
値
」
を
21
年
産
実
績
比
で

11
・
８
％
（
５
９
４
８
ha
）
減

の
４
万
４
６
５
２
ha
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
農
水
省
が
示
す

適
正
生
産
量
の
達
成
に
向
け
全

国
段
階
で
求
め
ら
れ
る
作
付
面

積
の
減
産
幅
（
３
％
）
を
大
幅

に
上
回
る
も
の
で
す
。
今
後

も
、
今
ま
で
以
上
に
主
食
用
米

以
外
の
作
付
け
へ
の
転
換
を
推

進
し
、
需
要
に
応
じ
た
主
食
用

米
の
生
産
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
引
き
続
き
計
画
的
生

産
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

●
結
び
に
か
え
て

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
前
段

で
お
話
し
し
た
と
お
り
依
然
と

し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
変
異
株
の
出
現
な
ど
未
だ

に
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
今
年
も
生
産
者
の
皆
さ

ま
の
所
得
安
定
と
地
域
振
興
に

貢
献
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆

さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
、
そ
し
て

必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指

し
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今年も地域に根差したＪＡとして
役職員一丸となって事業に取り組みます
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　このコーナーでおしゃべりをしませんか。
農作業のこと、子育てのこと、介護のこと、
またＪＡについてのご意見など、今感じてい
ることや思っていることをお便り下さい。　
（掲載できない場合もあります）

　 　岩舟／Ｙ・Ｔさん／８３歳／女性
　昨年末に、新婚の孫夫妻が会いに来てくれま
した。なんだか、孫から最高のプレゼントをも
らったような気持ちになりました。

　長引くコロナ禍で、なかなか会えない日々が続いたと
思います。Ｙ・Ｔさんにとっても、お孫さん夫妻にとって
も喜びはひとしおだったのではないでしょうか。一日も
早く、何の気兼ねもせずに人と会える日が来ることを願
います。

　　岩舟／Ｗ・Ｋさん／６５歳／女性
　小学２年生と４年生の孫とともに、大根を収穫
し、エーコープの「麹漬けの素」で漬けました。
今回、２種類の漬け方を試してみました。一つは
１週間干して、本漬けする方法。もう一つは、塩
漬けしたものを次の週に本漬けする方法です。孫
たちも、自分たちが一生懸命手伝って漬
けた「たくあん」は一味違うようです。

　Ｗ・Ｋさん、お孫さんとの共同作業で出来上がった「たく
あん」は格別の味でしょうね。お孫さんにとっても有意義な
時間だったのではないでしょうか。エーコープ商品のご紹介
もいただきまして、ありがとうございました。

藤岡地区　竹沢政道さん（35）藤岡地区　竹沢政道さん（35）

　「ナス栽培もホウレン草栽培も初めてのこと
ばかりで学びと発見の連続です。部会の先輩
生産者やＪＡ職員の皆さんからアドバイスを受
けながら、まずは最初のシーズンをなるべくロ
スが少ないように乗り切りたいです」と意気込
みます。

　趣味のサーフィンが高じて、
2012年からオーストラリアやニ
ュージーランド、神奈川県鎌倉

市に滞在。その間、サーフィンのかたわ
ら農作業のアルバイトを続け、農業の楽
しさに目覚めました。

初
挑
戦
の
ホ
ウ
レ
ン
草

　
　
　
　
生
育
順
調
で
す

初
挑
戦
の
ホ
ウ
レ
ン
草

　
　
　
　
生
育
順
調
で
す

　藤岡地区の竹沢政道さん
（35）は、昨年就農した若手農
業者です。
　就農１年目は夏秋ナス 15ａ
を作付けしました。さらに、今
冬からは、所属するＪＡしもつ
けナス部会藤岡支部の先輩生産
者から勧められて、ナスがオフ
シーズンになる冬場に栽培でき
る作物として、ホウレン草 13
ａの栽培に挑戦中です。

　藤岡地区の竹沢政道さん
（35）は、昨年就農した若手農
業者です。
　就農１年目は夏秋ナス 15ａ
を作付けしました。さらに、今
冬からは、所属するＪＡしもつ
けナス部会藤岡支部の先輩生産
者から勧められて、ナスがオフ
シーズンになる冬場に栽培でき
る作物として、ホウレン草 13
ａの栽培に挑戦中です。

今冬はホウレン草栽培に今冬はホウレン草栽培に挑戦
就農 ２ 年目就農 ２ 年目
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コ
メ
ン
ト
大
賞

　　　大平／Ｋ・Ｊさん／６７歳／女性
先日、理容組合の講習会として、とちぎ花
センターでミニ門松づくりに参加しました。
講師の方の丁寧な指導により、素敵なミニ
門松が完成しました。今回は、松の葉が長持ちす
るよう、竹の周りに土を入れました。

　藤岡／Ｏ・Ｙさん／６８歳／女性
今年、春先に知人から「おかわかめ」の苗を２本いただいたものを植えたところ、１
本が立派に育ち美味しくいただきました。来年もこの根から新芽が出ることを期待し
つつ、「むかご」も鉢植えしてみたので、新芽が出ることを楽しみにしています。

調べてみたら「おかわかめ」は、葉酸やミネラル（カルシウム、マグネシウム、亜鉛、銅）、ビ
タミンＡを多く含み、栄養価が高いことから、健康野菜として注目が集まっているそうですね。
О・Ｙさん、次回の収穫も楽しみですね。

　Ｋ・Ｊさん、素敵なミニ門松が完成して良かったです
ね。今回は、長持ちするように一工夫も加えられたそう
で。新しい年は、手作りのミニ門松で、お客様をおもて
なしですね。

　　　栃木／Ｙ・Ｋさん／５８歳／女性
　私は、子どもの頃からこの年まで、師走からお正月
の三が日がまったりと過ぎてゆく時間が大好きです。
スーパーで年末に流れる「早くこいこいお正月、お正
月には凧あげて…」を聞くと、本当に早く来ないかな
と思います。
2022年も元気に楽しく頑張りましょう！

　確かに、正月三が日のゆったり感は大人になっても良いもので
すね。ただ、年齢を重ねるごとに、年末の気忙しさがプレッ
シャーとしてのしかかってくることも否めない今日この頃です。

　  正月のお節料理に欠かせない
「チョロギ」　

12月上旬に収穫・出荷ピーク迎える
　ＪＡしもつけでは、2010年から地元の岩下食品と「チョロギ」
の契約栽培を行っています。全量を同社が買い取るので、生産者
の手取りアップに期待。また、地産地消や農商工連携の取り組み
としても注目を集めています。２０２１年産は７人の生産者が作付けしました。
　昨年１２月上旬、収穫時期を迎え、生産者は作業に追われました。集荷の結果、
今年は全体で約１１７㎏を収穫しました。

【お問い合わせは】
営農経済部園芸販売課

TEL ０２８２（２０）８８２８

　壬生地区の坂田昇一さん（68）は、自宅裏のほ
場で、草丈３０～６０㌢の茎葉を引き抜き、地下茎の
先にできた塊茎を丁寧に摘み取りました。

　始めての栽培でしたが、収穫・出荷を終えて
思った以上の収穫量を上げることができました。
来年以降もぜひ栽培したいです。

生産者コメント
　壬生地区・坂田昇一さん
生産者コメント
　壬生地区・坂田昇一さん



組合員の声をＪＡ運営に反映を
常勤役員による認定農業者訪問再開

伝統の烏山和紙使い
２０２２年の干支の「押絵」楽しむ

　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
藤
岡
地
区
女
性
会
は
１２
月
３
日
、Ｊ
Ａ
藤
岡
地
区

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
、
伝
統
の
烏
山
和
紙
を
使
っ
た「
押
絵
」

教
室
を
開
き
ま
し
た
。会
員
ら
１５
人
が
参
加
。烏
山
和
紙
押
絵
教
授
の

資
格
を
持
つ
茂
呂
居
榮
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
２
０
２
２
年
の
干

支
で
あ
る
ト
ラ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
女
性
会
で
は
、
毎

年
こ
の
時
期
に
、
同
様

の
押
絵
教
室
を
開
き
、

干
支
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
押
絵
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

講
師
は
「
厚
手
で
丈

夫
で
美
し
い
烏
山
和

紙
の
魅
力
を
押
絵
づ

く
り
の
楽
し
さ
と
と
も

に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で

す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

トマト部会の松本勲部会長（写真左）と意見交換する長組合長

　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
は
１２
月
７
日
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
常
勤
役
員
に
よ
る
認
定
農
業
者
訪
問
を
再
開
し
ま
し

た
。長
昌
光
組
合
長
は
じ
め
常
勤
役
員
５
人
が

２４
日
ま
で
に
管
内
全

域
６
地
区
で
約
１
５
０
人
の
認
定
農
業
者
を
訪
ね
、
組
合
員
と
直
接

話
し
合
う
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
で
は
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
一
環
で
、
２
０
１
６
年
度
か
ら

常
勤
役
員
に
よ
る
担
い
手
農
家
訪
問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
た
も
の

の
、
今
年
７
月
に
主
要

４
品
目
（
イ
チ
ゴ
・
ト
マ

ト
・
ナ
ス
・
ニ
ラ
）の
生
産

組
織
代
表
者
宅

２０
軒

を
巡
回
。
認
定
農
業
者

訪
問
の
再
開
に
向
け
て

弾
み
を
つ
け
、
今
回
の

訪
問
再
開
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

8しもつけ



葬祭ホールで組合員を対象とした
「終活セミナー」初開催／グリーンズピア

認知症サポーター養成研修会を開きました

　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
は
１１
月

２６
日
、
ア
プ
ロ
ニ
ー
で
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研

修
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

今
年
度
入
組
の
新
入
職

員
ら
を
中
心
に
１３
人
が

出
席
。Ｊ
Ａ
栃
木
中
央
会

の
職
員
を
講
師
に
迎
え
、

認
知
症
の
症
状
や
発
症

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
さ
ら
に
は

治
療
や
周
囲
の
人
が
心

掛
け
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
進
め
る
「
く
ら

し
の
活
動
」
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
、
同
研
修
会
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
職

員
が
認
知
症
へ
の
正
し
い

理
解
を
深
め
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
や
認
知
症
患
者

や
家
族
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

葬
祭
ホ
ー
ル
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
に
繋
げ
よ
う
と
、Ｊ
Ａ
し
も
つ

け
は
１２
月
１３
日
、
栃
木
地
区
の
葬
祭
ホ
ー
ル「
グ
リ
ー
ン
ズ
ピ
ア
」で
組

合
員
向
け
の
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」
を
初
開
催
し
ま
し
た
。組
合
員
１４
人

が
参
加
し
、終
活
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
宇
都
宮
市

の
相
続
テ
ラ
ス
（
株
）
に

所
属
す
る
相
続
診
断

士
の
大
谷
香
也
子
さ

ん
が
務
め
ま
し
た
。「
争

う
相
続
と
笑
顔
相
続

の
分
岐
点
」
と
題
し
、

来
る
べ
き
相
続
に
向
け

て
の
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
。
特
に
、
日
頃
か
ら

家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
や

遺
言
書
・
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
書
き
、
自

ら
の
明
確
な
遺
志
を

「
残
し
・
伝
え
る
」
こ
と

の
重
要
性
を
説
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の

説
明
に
真
剣
な
表
情

で
聴
き
入
り
、
重
要
な

点
を
メ
モ
し
ま
し
た
。

しもつけ9



お天気カレンダー

気象予報士（株式会社ハレックス）●檜山靖洋

　1月5日は二十四節気の小寒（しょうかん）、20日は大寒（だいかん）です。一年の中で最も寒い
時期に入り、雪国では積雪も増え、厳しい季節になっていきます。
　冬の間、雪や寒さを逆手に取って、おいしい野菜を作っている地域もあります。雪の下で育てる
「雪下にんじん」や、あえて霜に当てて育てる「霜降り白菜」などです。寒さに耐えると甘味が増す
ということです。雪を生かして造るおいしいお酒もあります。「雪中貯蔵酒」です。搾りたての生酒
が入ったタンクを雪室（ゆきむろ）などに入れ、雪で覆い尽くし、雪解けになるまでじっくりと熟成

させます。雪の中では低温で一定に保たれるため、ゆっくりと均一に熟成され、まろやかでうま味の多い日本酒ができ
るそうです。
　大雪と厳しい寒さを乗り越えた先には、おいしいお酒が待っているということです。今から楽しみですね。

～雪のトンネルの向こう～

山

川

都

金

子

恵

木
村
伝
一

い
と
う
た
け
し

伊
沢
克
明

栃
木
光
歩

関
口
了
平

大
橋
正
義

大
出
義
子

田
中
政
子

熊
倉
敬
枝

川
俣
ミ
チ
子

関
塚
ト
ヨ
子

舘

野

操

渡
邉
き
よ
し

岩
瀬
と
き
子

知
久
新
一

福
田
千
代

高
橋
み
ち
子

佐
藤
榮
江

大
橋
正
義

熊
倉
三
朗

熊
倉
敬
枝

黒
川
弘
賢

大
出
義
子

村
田
祐
紀

小
出
典
子

大
島
秀
子

大
関
由
紀
江

高
橋
み
ち
子

猿
山
朝
子

渡
邉
き
よ
し

岩
瀬
と
き
子

上
岡
隆
三（
藤
岡
）

黒
須
笑
夢（
大
平
）

廣
瀬
進
一（
岩
舟
）

佐
武
朗
（
岩
舟
）

湖
の
霧
の
小
舟
の
漣（
さ
ざ
な
み
）に

 

　
　
　
　

 

【
壬
生
俳
句
愛
好
会
】

表
よ
り
見
ゆ
る
裏
口
梅
が
咲
く

た
だ
歩
く
だ
け
で
嬉（
う
れ
）し
い
八
十
路
婆

云
ひ
足
り
ぬ
事
も
あ
り
そ
う
歳
の
暮
れ

だ
ん
ま
り
の
父
の
血
継
ぎ
て
頬
か
む
り

マ
ス
ク
し
て
夢
買
う
列
に
並
び
け
り

【
渋
柿
栃
木
支
部
】

秋
晴
れ
や
八
溝
山
系
美
し
き

風
花
や
巴
波
川
ほ
と
り
の
吉
屋
信
子（
の
ぶ
こ
）の
碑

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
と
重
な
る
誕
生
日

ク
リ
ス
マ
ス一夜
限
り
の
信
徒
か
な

漱
石
へ
遡
る
師
系
や
城
翁
忌

夢
抱
く
五
年
日
記
を
購
ひ
ぬ

信
徒
に
は
あ
ら
ね
ど
唄
ふ
聖
夜
か
な

刀
自
と
し
て
選
る
品
々
の
歳
暮
か
な

綿
虫
の
虚
空
の
舞
ひ
の
不
思
議
か
な

半
島
の
先
の
先
ま
で
掛
け
大
根

蝋
涙
の一夜
信
徒
や
ク
リ
ス
マ
ス

【
大
杉
句
会
】

善
き
こ
と
あ
り
て
膾
の
大
根
突
く

好
み
な
る
ぶ
り
大
根
や
妣
の
味

シ
ー
サ
ー
を
作
陶
す
る
や
冬
う
ら
ゝ

母
の
声
も
重
石
の一つ
大
根
漬
く　
　

【
三
杉
句
会
】

小
春
日
の
庭
先
床
屋
割
烹
着

到
来
の
大
根
踊
る
夕
の
鍋

落
葉
掃
き
山
家
住
ま
ひ
の
日
課
か
な

　
【
う
づ
ま
吟
社
】

整
ふ
る
衣
帯
や
古
寺
の
年
の
夜

聞
き
な
れ
ぬ
声
の
山
禽
冬
に
入
る

切
干
や
う
つ
ろ
ふ
日
差
し
背
に
し
て

煤
掃
き
の
笹
梵
天
や
東
大
寺

し
ぐ
る
やゝ
田
圃
に
小
さ
き
ポ
ン
プ
小
屋

農
機
具
の
化
粧
油
や
山
眠
る

丹
念
に
み
が
く
大
黒
様（
だ
い
こ
く
）年
用
意

男
体
山
の
初
冠
雪
や
父
を
恋
う

開
拓
碑
の
こ
る
社
や
冬
木
立

山
城
の
沢
々
点
る
除
夜
の
鐘

注
連
縄（
し
め
な
わ
）の
藁
は
手
刈
り
の
予
約
も
の

昔
事
堆
肥
作
り
の
山
さ
ら
い

日
本
の
挨
拶
四
季
に
助
け
ら
れ

ひ
さ
し
ぶ
り
マ
ス
ク
の
顔
に
読
み
聞
か
せ

凍（
い
）て
つ
く
夜（
よ
）寄
せ
鍋
作
り
息
子（
こ
）の
む
か
え

無
事
を
祈
り
て
ハン
ド
ル
握（
に
ぎ
）る

芸
術
祭
最
高
齢
者
賞
受
賞
師
匠
民
謡（
う
た
）

仲
間
家
族
に
感
謝

戸
を
繰
れ
ば
遙
か
霜
野
の
広
が
り
て

光
る
東
天
に
朝
陽
の
出（
い
）で
初（
そ
）む

陽
の
落
ち
て
西
空
赤
く
いつ
ま
で
も
明
日
の
天
気
を

予
告
す
る
如（
ご
と
）

中
山
に
紅
葉
山
茶
花
山
波
も
え
て
み
か
ん
柚（
ゆ
ず
）

色
付
き
秋
深
く
ゆ
く

寒
い
朝
日
向
で
庭
を
望
め
れ
ば
青
葉
の
し
ず
く

朝
日
に
輝
く

セ
ピ
ア
色
の
笑
顔
と
声
の
浮
び
く
る
お
く
や
み
欄
に

友
の
名
有
り
て

令
和
四
年
明
け
の
松
風「
陸（
お
か
）・海（
う
み
）」え

コ
ロ
ナ
オ
ミ
ク
ロ
ン「
寅
が
撃
退
」す
と

誕
生
の
ひ
孫
の
寝
顔
穏
や
か
な
夢
を
重
ね
た
絆
の
証

短
歌・俳
句・川
柳
の
投
稿
は
各
支
店
ま
た
は
本
店
総
務
課
ま
で
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
８
日
、一
人
一
首（
句
）で
お
願
い
し
ま
す
。

作
品
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

11
月
号
お
よ
び
12
月
号
の【
渋
柿
栃
木
支
部
】の
欄
で「
高
橋
み
ち
子
」

様
の
作
品
と
な
っ
て
い
た
の
は「
川
俣
ミ
チ
子
」様
の
誤
り
で
し
た
。訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

森
田
恵
代
（
藤
岡
）

泉
幸
代
（
栃
木
）

毛
塚
雪
（
都
賀
）

田
島
昭
治
（
栃
木
）

田
島
歌
子
（
栃
木
）

永
田
良
子
（
大
平
）

金
子
喜
枝
（
大
平
）

木
村
陽
子
（
岩
舟
）

安
生
ひ
で
お
（
都
賀
）

石
川
ト
ク
（
藤
岡
）
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シモンちゃん

ＪＡしもつけ管内で農家さんが丹精込めて
育てたおいしい農産物を食卓へお届けする
直売所の旬な情報をお伝えします。

７月の　７月の　７月の　

ポイント3倍デーポイント3倍デーポイント3倍デー
　1月　8日（土）・12日（水）
　　  22日（土）・26日（水）

ポチカ　ポチカ　ポチカ　
　1月の　1月の　1月の　

地場産農産物や直売所イベント情報、
各種活動の様子などを発信しています。
ぜひ、ご覧ください。

JAしもつけの

QRコードはこちら ▶

直売所に並び旬を迎えて美味しくなる野菜　ブロッコリー
ブロッコリーはケールが祖先にあたるアブラナ科アブラナ属の植物で花芽を食べる野菜です。

①選び方
　色鮮やかで濃い緑色のものを選びま
しょう。つぼみが小さく、粒が揃っており、
きっちりと詰まっているものを選んでくだ
さい。房と房に隙間ができているようなも
のや、蕾が大きく粗く感じるもの、柔らかい
物などは避けてください。

②保存方法
　袋に入れるかラップに包み、冷蔵庫の野菜庫で
立てて保存してください。早めに茹でて冷蔵庫に
入れておくと使いたいときにすぐに使えていいで
すよ。下茹でしたものは、水気を十分にきって、
キッチンペーパーを敷いた密閉容器などに入れ
て冷蔵庫に入れてください。

栃木　よっとこれ 都賀　生出宿

壬生　いなばの郷 大平　愛菜果

各地区直売所（４か所）で開催

1 月15 日●土 16 日●日

いちごの日いちごの日いちごの日
いちごがおいしい季節です

感謝価格で
ご奉仕します２日

間

いちごを美味しく食べる！洗い方のコツと食べる向き
①いちごの本来の美味しさを存分に味わうなら、生のままかぶりつきましょう。
②いちごは鮮度が命ですので、購入したらできるだけ早く食べるのがおすすめです。
③食べる前には、ヘタをつけたまま早く水洗いしてください。
④洗いすぎたり、ヘタを取ってから水洗いしたりすると、ビタミンが流れ出てしまうので注意が必要です。
⑤かぶりつくときはヘタの方から。いちごは先端のとがった部分に向かってだんだんと
　糖度が高くなるので、ヘタの方から口に入れると最後まで甘みを感じることができますよ。

真っ赤な果実に、華やかな香りと
口いっぱいに広がる甘みが
おいしいいちごをたっぷりとご用意



農業収支明細基礎資料についてのおしらせ
　令和３年度分の農業収支明細基礎資料は 令和４年１月下旬 ごろに送付を予定してお
ります。
今年度は農業収支明細基礎資料について、利用の意思確認を行なわせていただくことと
なりました。つきましては、右図の出力申込書を農業収支明細基礎資料と共に送付させ
ていただきます。
　来年度以降の農業収支明細基礎資料の送付につ
いては、従来お受け取りになられている方であっ
ても、再度出力申込書が必要となります。農業収
支明細基礎資料の送付継続をご希望の方は、お忘
れなく申し込みください。
　来年度以降の農業収支明細基礎資料の送付が不
要になった方は、出力申込書の提出は必要ござい
ません。出力申込書の提出がない方につきまして
は、来年度以降の農業収支明細基礎資料の送付を
停止させていただきます。
お手数をおかけいたしますが、ご理解・ご協力い
ただけますようお願い申し上げます。

12しもつけ
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○栃木県税事務所　軽油引取税調査担当　☎0282-23-6882　
○壬生町農業委員会事務局　☎0282-81-1875（耕作証明書について）

１．受付日、受付時間、対象自治会

2．申請会場
下野農協(ＪＡしもつけ)壬生地区営農経済センター　
青果物一元集荷所　２階会議室

4．問い合わせ先

令和４(2022)年 農業用免税軽油申請受付及び免税証交付日程表

（1）免税軽油使用者証

（2）免税軽油の引取り等に係る報告書（※新規申請以外の方）

　（納品書又は領収書を添付、写しでも可。未使用の免税証(原本)を添付。）

（3）使用者証更新手数料420円（※新規申請及び使用者証更新の場合）

（4）耕作証明書（※新規申請及び耕作面積が変更になった場合）

    使用者証更新のみの場合、耕作証明は不要です。

注：①新規申請の方は、免税証の交付は後日になります。

②新規申請及び免税機械の追加や入替えをされる方は、機械を取得した

ことが確認できる書類（契約書・納品書・領収書等）を持参するか、機

械の「メーカー名」「型式」「馬力」をメモ等に控えてきてください。

③国税及び地方税の滞納処分を受けられた方は、処分解除の日から２年

を経過しなければ申請できません。

3．申請の際に持参するもの

※朝一番、午後一番の時間帯は混雑します。

　遅い時間帯が比較的スムーズに受付できます。

※更新手数料４２０円がかかる方は、つり銭の無いよう御協力をお願いします。

※上記の期日に申請することが難しい場合は、県税事務所にお問い合わせください。

※新型コロナウイルスによる感染症の拡大防止のため、マスクの着用及び手指の消毒

　等の御協力をお願いします。また、発熱や風邪の症状がある方は、来場を見合わせ

　るようお願いします。

北小林
上田
中泉
助谷・助谷原
安塚一～三、南部、中央
上長田
国谷中央、本田、新田
あけぼの・落合
若草・虹の杜・国谷南
釜ヶ渕、原坪、鹿島
下町、上町
下馬木（稲葉）
本郷、松原
西部、北原、中央
台宿、下坪
東原、鯉沼
福和田
下表町、中表町
下横町、今井
上表町、東下台
城東町、舟町
栄町、仲通町
上通町、駅東
城内、城南
下馬木（壬生）
西高野
上新町、万町
三好町、旭町
車塚、星の宮
台坪、上坪
前宿坪
田向稲荷内
馬場、原宿
至宝町北・南
六美町南部・中央・北部
緑町・幸町・おもちゃのまち・いずみ
ひばりヶ丘・下台団地・県営壬生住宅

９:００～１１:３０

１３：００～１５：３０

９:００～１１:３０

１３：００～１５：３０

９:００～１１:３０

１３：００～１５：３０

9:00～11:30
　　および　 　
13:00～15:30 

下
野
農
業
協
同
組
合（
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
）　

　

壬
生
地
区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

青
果
物
一
元
集
荷
所　

２
階
会
議
室

栃木県庁下都賀庁舎
　第２福利厚生棟会議室

２月18日(金)

２月21日(月)

２月22日(火)

２月４日(金)

南
犬
飼
地
区

稲
葉
地
区

壬

生

地

区

共
　
同

受
委
託

地区 受付日 受付時間 自 治 会 会場

壬
生
町
に

お
住
ま
い
の
方

令和４(2022)年農業用免税軽油に係る申請についてのお知らせ令和４(2022)年農業用免税軽油に係る申請についてのお知らせ
栃木県では、毎年２月に、農業用の軽油引取税免税証を一括して交付しております。 
今年度も、下野農協(ＪＡしもつけ)壬生地区営農経済センター青果物一元集荷所（２階会議室）で
申請を受け付けます。受付日時等は右表のとおりですので、交付を希望する方は、御確認ください。

右表をご覧ください

申請会場

「大平ほっとコーナー」閉店のお知らせ
大平地区の皆さまにご愛顧いただきました「大平ほっとコーナー」ですが、

令和４年2月10日（木）　
　の営業をもちまして閉店いたします。

　

大平地区の皆さまにご愛顧いただきました「大平ほっとコーナー」ですが、

令和４年2月10日（木）　
　の営業をもちまして閉店いたします。

　
平成27年３月の店舗開設より7年間にわたり、
地域の皆さまにご利用いただきまして誠にありがとうございました。

ＪＡしもつけ　大平ほっとコーナー

平成27年３月の店舗開設より7年間にわたり、
地域の皆さまにご利用いただきまして誠にありがとうございました。

ＪＡしもつけ　大平ほっとコーナー

【お詫びと訂正】１２月号５面のコメント文の中で「一人でも多くの生産者」となっている部分は「一人でも多くの消費者」の誤りでした。
　　　　　　　　訂正してお詫び申し上げます。

14しもつけ



理事会報告第９回

日　時：令和３年１１月２９日（月）
　　　　午後１時３０分
場　所：アプロニー５階　エメラルドホール

月1

（１）１０月末実績検討について　

（２）次期３か年計画の基本方針・基本目標について

（３）農業倉庫の処分について

（４）令和３年度パイプハウス建設応援事業について

（５）トマト選果場建設委員会メンバーについて

（６）その他

Kyoyaku

 国産生姜を使用した生姜飲料。めぐりを良くする健康成
分（ヒハツ、シトルリン、ヘスペリジン、ビタミンＥ）もプラ
ス。水などでうすめて飲む希釈タイプで、いろんな飲み
方・使い方でお楽しみいただけます。

５００ｍｌ…１，７２８円（税抜価格１，６００円）

クミアイ家庭薬配置員・最寄のJA、
または協同薬品工業（株）栃木営業所
電話:028-657-7310まで
（医薬品は配置販売になります。）お問合せ

生姜プラス

　令和4年5月27日（金）に開催（予定）の第23
回通常総代会において、役員補欠選任が行わ
れます。ついては、下記により令和6年5月の通
常総代会までを任期とした役員候補者の選出
を行いますのでお知らせいたします。

　※令和3年12月現在で都賀地区の理事が1人欠員となっており、当該地区の役員補欠選任が実施されます。

■役員候補者の区域ごとの
　定数は表のとおりです ■役員補欠選任までの日程（予定）は以下のとおりです

区　　　域

栃 木 地 区
都 賀 地 区
壬 生 地 区
大 平 地 区
藤 岡 地 区
岩 舟 地 区

役員の定数
理　事 監　事

上記の区域及びその他
うち学識経験者
うち青壮年部
うち女性
うち生産組織
うち員外監事

計

６人
２人
４人
３人
３人
３人
７人
２人
１人
２人
２人
－
２８人

２人

２人

２人
１人
－
－
－
１人
６人

月　日 項　目 内　　　　　容

３月15日（火）

３月29日（火）

４月６日（水）

４月27日（水）

５月27日（金）

候補者等のＪＡ
への報告期限

第１回理事会

役員推薦会議

第２回理事会

通常総代会

・推薦届、承諾書等の支店への提出期限

・役員推薦委員の確認

・役員候補者の推薦議決

・総代会付議事項（役員補欠選任につい
て）の承認 

・役員補欠選任議案の議決

  ＪＡしもつけ
役員補欠選任について
  ＪＡしもつけ

役員補欠選任について

しもつけ15
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今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し み今 月 の 　 　 っ ！ 楽 し み1 お
月月1

　

１２
月
１７
日
か
ら
１９
日

の
３
日
間
、藤
岡
渡
良
瀬

運
動
公
園
で「
渡
良
瀬
バ

ル
ー
ン
レ
ー
ス
２
０
２
１
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。全
国
か
ら
３
３
チ
ー
ム
が

参
加
。あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
、初

日
早
朝
の
競
技
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、天
候
回
復
後
、パ
イ
ロ
ッ
ト
を

乗
せ
た
熱
気
球
は
次
々
と
離
陸
。会
場

に
は
、熱
気
球
が
飛
び
立
つ
瞬
間
を
一

目
見
よ
う
と
、多
く
の
観
客
が
集
ま
り

ま
し
た
。期
間
中
、競
技
の
他
に
も
、

熱
気
球
教
室
や
係
留
飛
行
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
気
球
の
競
演

　

渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

２
０
２
１
開
催

「読者からのお便り」「まちがい探し(クロスワードパズル)」へのご参加お待ちしています

12月号の当選者はこちらの方です。おめでとうございます。
山中真希さん(栃木)

　お便りをいただいた方に抽選でステキな商品を差し上げます。ハガキ・封書で
の郵送、ファックス、Ｅメール、あるいはＪＡ職員にお渡しください。締切は毎月２０日
（２０日が土・日・祝日の場合は、その次の営業日）必着。なお、感想やコメントは『読
者からのお便り』に使用する場合がありますので、ご了承の上ご応募ください。

【あて先】
〒328-0053　栃木市片柳町2-1-44
　　　　　　　 ＪＡしもつけ総務課　広報係
【ＦＡＸ】0282(24)7882
【Ｅ-メール】hp-info@ja-shimotsuke.or.jp
①「おたのしみコーナー」の答え
②「読者のお便り」へのコメントや広報誌の感想、最
　近思う事
③郵便番号、住所、氏名(ふりがな)、年齢、電話番号を
　お忘れなく

　読者の皆さま、あけましておめでとうございます。今年もＪＡしもつけに関するあらゆる情報を皆さまにお届けするという使命を胸に、広報活
動に努めていきたいと思いますので、どうぞ今年も広報誌「しもつけ」への変わらぬご愛顧をよろしくお願いいたします。　　（編集担当T)

A　 B　 C　 D　 Ｅ 　
プ　レ　ゼ　ン　ト

出題●イラスト：酒井栄子

右のイラストには左のイラストと違う部分が5カ所あります。

間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

　このコーナーでは、地域で活躍する皆さんの紹介や大好評「クイズコーナー」、広報誌の編
集担当者がチラッと語らせてもらう編集後記をお送りいたします。

12月号の
当 選 者
12月号の
当 選 者

まちがい探しまちがい探し

1 2 3 4

5

9 10 11 12

6 7 8

まちがい探しまちがい探し

1 2 3 4

5

9 10 11 12

6 7 8

12月号
クロスワードパズルの答え
12月号
クロスワードパズルの答え
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